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主婦 ・学生の乳幼児保育に関する意識調査

池 1土f 郎*

C)pinionSurveyconcerningearlyChildhoodEducation

amongHousewivesandFemaleCollegeStudents

IchiroIKEDA

X1975年9月25日 受 理 ♪

1.幼 保 の 二 元 性

乳幼児保育を支えている二本の柱はこどもの就学前教育への期待 と保護育成への要求で

ある.前 者が幼稚園に,後 者が戦前の託児所から現在の保育所に発展 してきた.太 平洋戦

争中には戦時託児所 として両者が0元 化 される傾向がみられたことはつぎの東京都の措置

によってわかる.

「東京都では空襲必至の情勢に備へ,新 たに左の如 き戦時託児所設置基準を示 し,さ き

に公私立幼稚園を廃止したが,さ らに都内200余 の無認可幼稚園とその他の各種保育施設

を全面的に切換へ託児所の再配置を行い,こ れ以外の幼稚園,保 育施設の類は5月 末 日ま

でに幼児教育から閉め出し…」1)

もっともこの措置は児童心理学上の根拠からきたものではな く,疎 開と戦力増強 という

当時としてはやむを得ない状況によるものであるか ら0元 化の理論的解決 とはなっていな

いことはい うまでもない.

戦後は昭和22年 施行の学校教育法によって幼稚園が学校 として規定 され,昭 和23年 施行

の児竜福祉法によって託児所は保育所 として児童福祉施設のひとつとな り,法 的な基準を

獲得して幼稚園とは区別された性格づけを得た.こ こに明確に幼保二元化が実現 して現在

に至っている.そ してこれが多くの意味での幼稚園と保育所の関係の混乱をひきおこした

のである.さ らに児童福祉法は保育所のほか母子寮,養 護施設,教 護施設,乳 児院,精 神

薄弱児施設とその通園施設,盲 ろう児施設,心 身障害児施設,情 緒障害児施設,肢 体不 自

由児施設,虚 弱児施設など多様化 された施設を規定 し,厚 生省所管による児童福祉施設最

低基準によって運営されている.こ こでは保育所以外を施設と呼んでお くことにす る・

幼稚園は学校教育法第7章,同 施行規則第7章 幼稚園設置基準によってお り,対 象年令

は満3歳 以上の幼児,保 育所は前記の児童福祉施設最低基準により対象年令はO歳 の乳児

か ら就学前幼児,特 に必要 とす るときはその他の児童とされているところか ら低学年の児

竜も入所できることになっている.し たがって最近の社会労働状態か ら学童保育を行な う

よう住民要求がなされている所がかな りでている.

保育所が幼稚園と相違を示すのは法令2)に よって①日日保護者の委託を受けること②保

育に欠ける乳児または幼児であること③特に必要のあるものが入所することになるのに対

して,幼 稚園は自由に希望す るものが入園し,し たがって幼稚園としては希望者を選考す

ることができるところである.

このことは当然幼稚園と保育所の保育時間の極めて大きい差を生 じている3)・
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このような明白な相違があるが,と もに幼児を保育 し,よ りよい環境のなかで心身の発達

を助長するという目的は両者は ともになん ら変るところはない.し か しここに実は問題が

伏在 しているのである.つ ま り多くのひ とび とは幼稚園と保育所の機能的差異を理解する

ことが少なく,地 域によって幼稚園的保育所がある反面保育所は幼稚園より劣るところ,

または幼稚園に行けないこともの行 くところとする考えが生 じている.大 学,短 期大学で

保育学科,幼 児教育科等を卒業 し,幼 稚園教諭と保育所保母の資格をもった学生が就職に

当って保育所,施 設よりも幼稚園を希望 し,幼 稚園教諭採用試験に失敗 したものがやむを

得ず保育所に就職 し,さ らに残った者が施設に就職する現状である.し たがって私立保育

所のなかにはやむを得ず無資格 者を保母見習として保育にあた らせねぽな らない.こ のよ

うな現実か ら,保 育所や施設が社会か らどのように認識され,評 価されているかを調べ,

福祉行政改善への第0歩 をさく・るためにこの意識調査を行なってみた.

2,調 査 方 法

調査の対象

1.0才 ～4才 までの こどもを もつ主婦

大阪市内団地200名

奈良県農村地帯150名

2.一 般大学女子学生150名

3.目 的大学 ・短期大学(保 育学科 ・幼 児教育学科)女 子学生250名

調査 の方法

アンケー ト用紙を配布 し記入を依頼 して回収,回 収時に面接 した.面 接担当は保育学専攻 の関西女

f短 期大学,桜 井女子短期大学学生50名

調査期 日(1975年3)1～6月)

3.結 果 の 整 理 と 考 察

(1)主 婦に対 しては自分のこどもを保育所に預けたいと思 うか.学 生に対 しては将来 こ

どもをもったとき保育所に預けたいと思 うか.

舞「ヨ1表;意 言哉 糸占 身ミ(%)

詣識些劉
思、 う

思 わ な い

無 回 答

主 婦 一般大学

20 30

65.5166.5

14.573.5

口的大学

29.4

68.6

2.0

こどもを保育所に預け ようと思わない主婦が

極めて多 く,一一般大学のみならず将来保育事業

に従事すべき目的大学の学生す らこどもをもっ

たとき保育所に預けようと思 っているものは少

ない.預 けたいと思わないと答えたものに対す

る面接の結果はつぎのような理由が多かった.

1.育 児は母親の手によって行なうのが当然である.

2.幼 稚園までは家庭内の雰囲気で育てることが望ましい.

3.多 くの保育所(保 育園)で 保母の数が不足 して手が廻 らない.

これ らは母性的養育喪失のもたらす乳幼児の精神衛生上の多 くの欠陥4)が わが国におい

ては常識化するほど述べ られていることか らきていると思われるが,社 会主義的集団保育5)

を実践 しているソビエ トなど比較 して将来のpersonality形 成への影響に興味がもたれる

ところである,
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(2)現 在 こ ど もを 保 育 所 に 預け て い る理 由 は 第2表 の よ うで あ 盗,

第2丁表 預けてい る理ili

理由員数 同胞がない.同 年 代のこどもが近所にいない

近所 のこ どもが行 っている

生活習慣 をつけ させたい

il:働らき.欠 損家庭

幼稚園がない.ま たは遠 くに しか ない

無 回 答

。1

12(4)

18(6)

18(5)

5

:30(15)

20(3)

103(33)

主婦でこどもを保育所に預

けているのは103名 であった.

前項の回答によると預けたい

と思 うものは20%の70名 であ

るのに実際に預けているもの

が33名 増加 しているがこれは

()内 に示した.保 育所に

預ける理山として通常考えら

れる共働 らき,欠 損家庭など

による保育に欠ける例がほと

んどな く,さ らに調査地域の

特質があったのか措趾児がなかった.近 くに幼稚園がないという理由を含めて保育所が本

来もつべき機能を果 しているのか疑問をもたざるをえない.近 くに幼稚園がないという理

由で保育所に預けた くないとす る家庭でも保育所に行かせている例が多いことは保育所が

幼稚園の役割を果 していると考えてよい.

C3)

保 育 所 が

長 時 間 保 育

す る とい う

こ とは常矯哉

とな って い

る よ うで あ

る.こ れ は

さ きに 述 べ

た 児 童 福 祉

法 の 目的 か

ら して 当然、

保 育 所 を どの よ うに理 解 して い るか は 第3表 の よ うで あ る、,

第3表 保育所に対す る理解(%)

　 ヘヘヘヘヘヨ

区 別 、＼＼

理解
」都市螂 廊 螂 搬 大湘 的大学

長時間保育 して くれ る

幼 稚園 と同 じであ る

幼稚園 よ り劣 っている

遊ばせ るところで教 育は除外 され てい る

保 育料が安い.ま たは収 入に応 じて異な る

低所 得層 のこどもが行 く

無 回`iceit

37.5

4.0

21.5

3.5

5.5

12.0

16.0

i

1.7

9.1

7.2

1.3

0.2

1.5

40.0

8.7

23.3

14.0

Oi

U.?

12.8

74.0

14.0

2.0

3.?

s.0

0.・1

0.4

の と ころ で あ るが.都 市 の主 婦 や 一 般 学 生 の な か に は幼 稚 園 よ り劣 って お り,低 所 得層 の

こ ど もが 行 く と ころ で あ る とす る も のが 特 に 都 市 の主 婦 に 多 い.こ れ に 対 して 農 村 は 保 育

所 へ の 劣等 意 識 は少 な い.農 村 部 で幼 稚 園 的 保 育所 が 多 く,大 都 市 で は 公 私 立 幼 稚 園 が 多

い とい うこ とか らこ の よ うな意 識が 生 じて い る の で あ ろ う.幼 稚 園 よ り劣 って い る と回 答

した者 に具 体 的 な点 を質 問 したが,保 育/tが 適 当 で な い ・設備 が 悪 い とい う心 情 的 な もの

が 多 く,明 白 な回 答 は な か った.

そ こで1三婦 ・学 生 か ら無 作 為抽 出 して50名 に筆 者が 見学 した モ ス ク ワ第1249幼 稚 園 の 日

課 を示 し,意 見 を聞 い た.

朝8時30分:登 園 ・朝 食

12時:昼 食、昼寝

3E}fj::オδ劣琴

6時・:帰宅
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この日課はわが国では保育所に相当するものであるが,そ の回答はつぎのようである.

すなわちわが国の幼稚園もこのようにあるべきであるが46%で あ り,現 状の幼稚園保育が

よいが31%で,わ か らない,無 関心が23%で あった.つ まり保育所よりも幼稚園でできる

だけ長時問保育をしてくれるよ望んでいる.こ こに4、なん らかの意味で幼稚園が保育所に

優越するという意識がひそんでいる.

(4)こ れに関連 して幼稚園と保育所の二元性について質問したのが第4表 である.

第4表 幼稚園 と保育所 の 目的 ・管轄.
保育内容な どの相違 の理解(%)

1睡 一糖 一主 婦

'1:11っ}⊂し・る33
.5

知 ら な い40.4

同 じ で あ る7.3

無 回 答18.8

一般大学

26.G

49.0

0.4

1G.0

目的 大学

5
●

88

O

o.

11.3

{
=,fff,一…般 学 生 は 両 者 の相 違 を知 らな いか

同 じで あ る とす る も のが 多 い.1(的 大 学 の 同

じで あ る ま た は 無 回答 の もの に 面接 した結 果,

幼 稚園 教 諭 と保 母資 格 との取 得 単位 に共 通 点

が 多 い こ と6),教 育而 では 保 育所 も6領 域 を

適 川す る こ と7)な どか らで あ る と して い る.

これ は大 学 で の講 義 内容 か ら当然 理 解 して い

なけ れ ば な らな い と ころ で あ る.

(5)そ れでは保母は社会的にどのように評価されているのであろ うか.第5表 に示さ

れているように,目 的大学学生以外は教育fi-1であるとは考えず,単 にこどもを遊ぽせるか

母親代理であるとしている.こ れが前記の保育所は劣ったものとする原因のひとつにもな

っていると思われる.

第5表 保母 の職務 の理解(%)

　 廟
一 塑 ミ 主 矧 搬 大学i目/l勺大学

縁 、二_墜 主 婦
いどもを遊ばせる人

母親代理

教 育 者

無 回 答

第6表 保母の仕 事の評価(%)

26.5137.6i4.5

43.4127.614.2

G.5114.4!i5.0

23.620.46.3

(6)保 母 の イi事の 評1而に つ い て は 第6

表 の よ うで あ る.

重労働 ※38。5

軽 労 働i3.4

責 任が 重 い※i92.0

貞任が軽 い}2.5

4t{r:11tl答i11。5

※ 重 複 回 答

一般大学 日的大学

(7)保 母の仕由:が重労働であ り貢任が

52.5

6.1

52.4

1.2

10.3

1

65.8

0.2

60.2

0

0.1

重大であることは全部が0致 して述べている.そ れではこの労働の代仙としての給 伊の妥

第7麦 保 母の給与5～7万 円の妥当性(%)

給ケ
対顔 主 婦L般 大学

__
_

社会通 念か らみて高い

社会通 念か らみて低い

妥当である

無 回 答

8.5

44.5

19.4

27.6

8.6

68.0

15.4

8.0

目的大学

0

94.4

4.4

1.2

'1盃性についてはどうであろうか.(第7

表)

ll的大学の学生は圧倒的に低いことを

訴えている.将 来自己の職業 とすべき保

母の給 ケの低さは,実 習によって保育労

働の実態を知っているので切実に感 じら

れるのであろうが,0般 大学学生 ・主婦

とともに待遇の悪さを指摘 している.保

育所は公立 と私立の隔差が大きく,私 立
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問においてもまた大きい.質 問に示 した額は・ド均額であるが,最 低のところは常識外であ

ることは櫃祉行政の立ちお くれは集約的に私立の保育所,施 設に現われているのである.

(8)保 育所の保育内容の理解についての調査の結果第8表 のようである.
一般大学の学生,主 婦は

保育所の保育が保母の思い
第8表 保育内容の理解(%)

つ きで 系 統 立 って い な い と

考 え て い る もの,わ か らな

い とす る もの が 多数 を 占め

て い る.前 述 した よ うに 保

育 所 は 単に こ ど もを遊 ぽせ,

預 って い る と ころ と受 け と

られ て い るの で あ る.

第9表

　癩　一嘆

カ リキ ュ ラ ムに よっ て進 め られ てい る

カ リキ ュ ラ ムが な く

思 いつ き でや って い る

1+Er:1リ1答 .わ か らな い

主 婦 一一般大学

14.0 50.0

24.3!25.5

61.iI24.5

目的大学

94.0

0

G.0

保育所 保母と施設保母の理 解(%)

＼ 一__対 象

理 解__＼ ＼ 一ここ

知 っている

知 らない

無 回 答

主 婦

21.2

28.5

50.3

一…般大学 目的大学

14.OIgG.0

55.5

30.5

0

4.0

(9)保 育所保母と施設保母の埋解につい

ては職場の相違,保 育対象の 相 違 が あ

り,養 成機関での履習科 目の取得にも若

「の違いがあるが祉会的にはあま り理解

されていないようである(第9表)

(10)最 後に,目 的大学学生で保育事業へ

の従事を志望する者にその理由を質問 し

た。

その結果は以下のようである。幼稚園教諭を志望 したもの

1.幼 児指導に興味が ある

2.教 育者 と しての地位が認め られている

3.労 働条件が保育所に比べて よい

4.保 母よ りも社会的地位が よい

5.無 回答,そ の他

保 育所 保 母 を志 望 した もの

1.興 味 が あ り社 会的 に 意 義 が あ る

2.労 働 条 件が よL・

3.糸 合与7うミよし・

4.保 母が 不足 して い る

5.無 回 答,そ の 他※

48.7%

20.5%

12.5%

6.4%

11.9io

iO.0%

2.4%
o-1.6/o
O/.9/O

?2.10

※幼稚園教諭の採用が少 な く,採 用試験が むつか しい とす るものが多い

施 設 保 母 を志 望 した もの

1.社 会的に意義があ り,興 味がある

2.施 設保母が不足 してし・る

3.仕 事が楽 である

4.労 働条件,給 与が よい

5.無 回答,そ の他※

78.2タ6

2.6%

1.2%

nl/%`J/
0

18.2%

※幼稚園,保 育所に行きたいが,施 設保母は不足しており,採用きれやすいというのか多い

目的大学で保育学,児 童心理学,特 殊児童心理学を専攻 した学生が半数近 く幼稚園教諭

を志望 し,保 育所保母は約3分 の1で,し かも幼稚園教諭に採用 されないときにこれを志

望 している。 さらに施設保母志望は少なく,使 命感をもつものだけが これを志望 し,労 働
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条件 ・給 ケーは全 く彼女等に誘引力がない.保 育所や施設の運営が善意にのみ頼 らねぽなら

ない福祉行政の根本的な改善が強 く望まれる.

1

2

3

1

5

6
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Summary

Intoday'sJaPI{11thetaskofeducatil19PreschoolchildrenisulldertHkellbytlletw(,

Bindsofinstitutions,day‐carecentersandkindergartens.Althoughbotharebasedoll

thesameprincipleofnursery7,theirfunctionsaredifferentinmanyways.Butt}Ze

differenceleasoftenbeenmissunedrstoodbymanypeople.

Accordingly,theauthorhasconductedanopinionsurveyconcerllingthisproblem

Amonghousewivesandfemalecollegestudentsinhothurbanand.ruralareas.Tile

resultsireasfollows

1.Itisbelievedthatinkindergartellschil(lre1}0111receivesomesortofeducati(m,

butinday-carecenterstheyarelefttoplayfreely.

2.Itisbelievedthatnursesatday-carecentersarf:simplyreplacing;theirmothers.

3.Itisl)elievedthatnursesat(lay--cardcentersarePoorlypai(linspiteoftheir

Hardworks.

4.Itisgellerally(lesiredtobringupchildrenatllomeorbysendingthemtokin(1e・

rgartensinsteadofsendingthemtoda _y-care,centers.

5.Specialfacilitiesforphysicallyormentallyhandicappedchildrenat-egenerally

regardedasadepressingplacetoworkthere.

6.Itisdesiredthatwelfarefacilitiesshouldbeincreasedandsuchsocialatmosphere

shouldbecreatedthateverybodycouldworkwillinglyinthisarea.

AsitcanbeseenIIIthissurvey,itisearnestlyhopedtoelevatethesocialstattls

ofnursesinday-carecentersIllordernotonlytorecognizethemasprofessionals

loutalsotoguaranteethehealthydevelopmentofownchildren.Itisalsonecessary

tobuildasocietyinwhichfacilitiesforexceptionalchildrenarefullyfurnishedand

lnそmystudentsarewillingtogotoworkillthisarea。


